
                            

《全
国
青
年
会
議
・北
九
州
大
会 

実
行
委
員
長
挨
拶
》 

夜
部 

辰
巳
（さ
か
え
保
育
園
） 

 

皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
実
行
委
員
長
を
務
め
ま
し
た
八
幡

西
支
部
、
さ
か
え
保
育
園
の
夜
部
で
す
。
こ
の
度
は
、
全
国
私
立

保
育
園
連
盟
青
年
会
議
第
３
０
回
北
九
州
記
念
研
修
大
会
を

１
０
月
１
４
日
－
１
５
日
に
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
小
倉
に
て

開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
北
九
州
市
私
立
保
育
園
連
盟
、
北

九
州
市
保
育
所
連
盟
、
北
九
州
市
保
育
士
会
の
諸
先
輩
の
先
生

方
に
は
、
多
大
な
る
御
支
援
、
御
協
力
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
実
行
委
員
一
同
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
重
大
な
問
題
等
な
く
無
事

閉
会
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
北
九
州
市
で
の
青
年
会
議
全
国

大
会
の
開
催
は
初
め
て
の
事
で
、
手
探
り
状
態
の
中
、
全
員
で

色
々
と
知
恵
を
出
し
合
い
協
力
し
、
何
と
か
終
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
大
会
参
加
者
数
も
５
０
０
名
を
超
え
る
大
会
と
な
り

全
国
各
地
よ
り
お
出
で
下
さ
い
ま
し
た
参
加
者
の
皆
様
や
御
来

賓
の
皆
様
、
講
師
の
先
生
方
に
も
重
ね
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
開
催
中
は
忙
し
さ
に
ま
ぎ
れ
て
何
か
と
丌
行
き
届

き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
事
を
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
の
、
２
日
間
で
し
た
が
北
九
州
市
青
年
部
も
、
大

変
貴
重
な
経
験
が
出
来
た
事
と
思
い
ま
す
。
今
後
共
、
青
年
部

に
お
き
ま
し
て
は
、
益
々
の
御
指
導
を
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
甚
だ
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
御
礼
の
御
挨
拶

と
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

【大
会
日
程
】 
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０
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【開
会
式
・行
政
説
明
・情
勢
報
告
】 

開
会
式
で
は
、
大
会
実
行
委
員
長
挨
拶
に
始
ま
り
、
私
保

連 

黒
川
会
長
、
青
年
会
議 

妹
尾
会
長
、
北
橋
市
長
、
尾
辻

参
議
委
員
副
議
長
、
そ
の
他
の
来
賓
の
方
々
よ
り
祝
辞
を
頂

き
、
第
３
０
回
記
念
大
会
は
５
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
が

見
守
る
中
開
会
し
た
。 

開
会
式
後
、
厚
生
労
働
省
少
子
化
対
策
企
画
室 

室
長 

黒

田
秀
郎
氏
よ
り
『
保
育
を
め
ぐ
る
国
の
動
向
と
課
題
』
と
題

し
た
行
政
説
明
が
あ
り
、
地
域
主
権
改
革(
保
育
所
の
基
準
関

係)

に
つ
い
て
、
次
世
代
育
成
支
援
の
構
築
に
向
け
た
検
討
経

緯
の
説
明
。
ま
た
、
子
ど
も
子
育
て
・

新
シ
ス
テ
ム
（
案
）
に

お
け
る
検
討
会
議
・
基
本
制
度
案
要
綱
等
に
つ
い
て
の
細
か

な
説
明
が
あ
っ
た
。 

続
い
て
、
全
国
私
立
保
育
園
連
盟 

常
務
理
事 

木
原
克
美

氏
よ
り
保
育
の
仕
組
み
に
か
か
わ
る
動
き
と
課
題
に
つ
い
て

情
勢
報
告
が
な
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
新
政
権
ス
タ
ー
ト
後

の
保
育
関
係
の
課
題
と
し
て
最
低
基
準
撤
廃
、
延
長
保
育
・

保
育
料
問
題
、
民
間
保
育
園
一
般
財
源
化
問
題
等
に
つ
い
て

情
勢
報
告
が
あ
り
、
子
ど
も
子
育

て
・

新
シ
ス
テ
ム
（
案
）に
つ
い
て
内

閣
府
の
こ
れ
ま
で
の
動
き
と
今
後

の
見
通
し
、
そ
し
て
新
シ
ス
テ
ム
の

課
題
や
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
内
容
に
つ
い
て
講
演
さ

れ
、
最
後
に
こ
の
新
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
疑
問
点
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
。 鷲

峰 

康
尚
（
木
屋
瀬
保
育
園
） 

【記
念
講
演
報
告
】 

講
師
・北
九
州
市
保
育
所
連
盟 

顧
問 

藤
岡
佐
規
子
氏 

『
子
ど
も
た
ち
の
視
点
で
』 

は
じ
め
に
、
北
橋
市
長
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
講
演
を
引

受
け
た
。
全
国
私
立
保
育
園
連
盟
青
年
会
議
の
発
足
経
緯
と
そ

の
後
の
北
九
州
市
の
保
育
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
、
最
後
に
子
ど
も
・

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
（案
）に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。 

発
足
に
つ
い
て
は
、
そ
の
当
時
、
北
九
州
市
で
全
国
組
織
の
大

会
を
開
催
し
、
大
会
の
裏
方
と
し
て
一
生
懸
命
働
い
て
い
た
の
が

北
九
州
市
の
若
手
青
年
達
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
き
っか
け
に
な
り
、

全
国
組
織
の
中
に
青
年
た
ち
が
活
躍
で
き
学
べ
る
場
を
と
い
う

経
緯
で
本
青
年
会
議
が
誕
生
し
た
。 

北
九
州
市
制
が
誕
生
し
て
４
７
年
経
つ
、
そ
の
当
初
、
初
代
西

村
会
長
の
保
育
は
北
九
州
市
か
ら
と
い
う
こ
と
ば
を
合
言
葉
に
、

行
政
と
共
に
整
備
し
て
き
た
保
育
条
件
が
あ
る
。
初
代
市
長
時

代
は
、
保
育
の
専
門
性
に
つ
い
て
参
議
院
法
制
局
に
見
解
を
問
い
、

２
代
目
市
長
時
代
に
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
研
究
調
査
結
果
を

も
と
に
乳
児
３
対
１
の
配
置
を
、
ま
た
布
オ
ム
ツ
の
使
用
が
実
施

さ
れ
た
。
ま
た
、
障
害
児
（軽
度
）
３
対
１
加
配
、
緑
地
保
育
セ
ン

タ
ー
の
配
置
。
研
修
の
重
要
性
に
つ
い
て
認
め
、
保
育
研
修
所
の

設
置
と
研
修
代
替
雇
用
費
補
助
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。 

３
代
目
市
長
時
代
に
は
、
第
三
者
評
価
事
業
の
創
設
（
現
在

も
北
九
州
市
は
、
無
償
で
の
第
三
者
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
）。
ま
た
、
子
育
て
ふ
れ
合
い
交
流
プ
ラ
ザ
の
創
設
も
組
織
の

取
り
組
み
が
先
行
し
た
も
の
で
あ
る
。 

現
市
長
（北
橋
市
長
）は
、
子
育
て
日
本
一
を
実
感
で
き
る
街

を
施
策
の
目
玉
と
し
て
い
る
が
、
北
九
州
市
の
子
ど
も
た
ち
が
、

将
来
こ
の
街
に
生
れ
て
よ
か
った
と
思
え
る
よ
う
な
街
づ
く
り
へ
の

配
慮
を
期
待
し
て
い
る
。 

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

（
案
）
に
つ
い
て
・
・
・
保
育
園
が
既
に

実
践
し
て
い
る
養
護
と
教
育
及
び

保
護
者
支
援
に
な
ぜ
新
た
な
仕
組

が
必
要
な
の
か
？
幼
保
一
体
化
を

当
事
者
は
何
れ
も
要
望
し
て
い
な

い
。
上
意
下
達
の
姿
勢
は
旧
政
権

よ
り
も
一
層
、
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
？

焼
土
の
中
で
子
ど
も
に
唯
一
の
夢
を
か
け
て
作
ら
れ
た
最
低
基

準
が
、
豊
か
に
な
っ
た
今
、
最
高
基
準
に
な
る
の
は
な
ぜ
か
？
時

間
に
よ
る
保
育
実
施
認
定
と
保
育
の
連
続
性
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
？
常
に
入
れ
替
わ
る
保
育
者 

派
遣
の
増
加
、
担

任
と
保
護
者
の
関
係
は
？ 

精
神
的
貧
困 

物
質
的
貧
困 

疲

れ
た
親
へ
の
関
わ
り
は
日
々
雇
用
の
保
育
者
で
対
忚
で
き
る
の

か
？
都
市
圏
出
身
議
員
が
進
め
る
保
育
施
策
、
保
育
が
緊
急
課

題
と
な
って
い
な
い
実
態
（
国
会
議
員
に
対
す
る
、
保
育
の
質
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
が
８
％
）
子
ど
も
の
視
点
で
は
な
く

親
の
事
情
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
性
は
ど
ん
な
も
の
か
？
新
シ
ス
テ
ム

を
可
能
に
す
る
財
源
を
思
い
切
って
増
や
す
大
勝
負
は
望
め
る
の

か
、
企
業
へ
の
肩
代
わ
り
を
期
待
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

疑
問
は
？ 

等
々
、
問
題
点
が
多
す
ぎ
、
子
ど
も
の
育
ち
と
い
う
視
点
が

欠
落
し
た
論
議
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
日
々
刻
々
と
変

化
す
る
情
報
を
的
確
に
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
当
事
者
と
し
て
声
を
あ

げ
な
け
れ
ば
、
後
年
そ
の
姿
が
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
大
人

は
自
分
の
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
目
指
し
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
心

遣
い
を
忘
れ
て
し
ま
って
は
な
い
か
？
人
類
の
根
っ子
を
育
む
営
み

（
子
ど
も
の
現
在(

い
ま)

が
日
本
の
未
来(

あ
す)

）を
視
点
に
考
え

 

 



な
け
れ
ば
明
る
い
未
来
は
望
め
な
い
の
で
は
な
い
か
。
保
育
と
い
う

言
葉
の
意
味
を
も
う
一
度
確
か
に
捉
え
よ
う
！ 

最
後
に
、
か
け
が
え
の
な
い
只
ひ
と
つ
の
い
の
ち
を
育
む
営
み
は
、

変
化
に
流
さ
れ
て
は
い
け
な
い
丌
易
の
も
の
で
あ
る
。 

竹
内 

浩
二
（
光
沢
寺
第
二
保
育
園
）  

【第
一
分
科
会
報
告
】 

講
師
・白
梅
学
園
大
学 

学
長 

汐
見 
稔
幸
氏 

『
青
年
期
ま
で
を
見
通
し
た
保
育
を
考
え
る
』 

第
一
分
科
会
で
は
、
汐
見
稔
幸
先
生
を
お
招
き
し
て
、
「
青

年
期
ま
で
を
見
通
し
た
保
育
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講

演
を
し
て
頂
い
た
。 

 

先
生
は
ま
ず
、
様
々
な
デ
ー
タ
を
挙
げ
て
日
本
の
若
者
の
現
状

（
ひ
き
こ
も
り
、
学
習
意
欲
の
低
下
等
）
を
分
析
さ
れ
、
そ
の
原

因
と
し
て
自
尊
感
情
の
低
さ
を
指

摘
さ
れ
た
。 

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
保
育
の
課

題
と
し
て
、
自
尊
感
を
し
っ
か
り
と

育
て
る
こ
と
、
自
尊
感
に
基
づ
く
社

会
性
、
関
わ
る
力
（
Ｅ
Ｑ
）
を
伸
ば

す
こ
と
等
を
挙
げ
ら
れ
た
。 

自
尊
感
を
育
む
為
に
は
子
供
が
、

①
自
分
が
生
き
て
い
る
こ
と
が
安
心

で
き
る
感
覚
、
②
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
が
で
き
る
環
境
感
、
③
自
分
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
歓
迎
さ

れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
、
④
自
分
が
選
ん
で
い
る
こ
と
を
尊
重
し

大
事
に
し
て
も
ら
って
い
る
と
い
う
感
覚
な
ど
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。 

そ
れ
に
対
し
、
今
即
効
的
な
効
果
を
求
め
る
保
育
が
増
え
て

い
る
傾
向
に
あ
る
と
、
後
半
で
は
そ
の
例
と
し
て
横
峯
式
の
教
育

を
取
り
上
げ
、
批
判
的
に
検
討
さ
れ
て
講
演
を
終
え
ら
れ
た
。 

２
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
内
容
の
濃
い
充
実

し
た
分
科
会
と
な
った
。 

村
上 

貴
道
（
専
城
乳
児
保
育
園
）  

【第
二
分
科
会
報
告
】 

講
師
・北
九
州
市
立
八
幡
病
院 

院
長 

市
川 

光
太
郎
氏 

『
現
場
か
ら
見
え
る
虐
待
の
現
状
に
つ
い
て
』 

第
２
分
科
会
で
は
市
川
光
太
郎
先
生

を
招
い
て
虐
待
の
実
情
に
つ
い
て
講
演
を

い
た
だ
い
た
。 

 

こ
の
２
０
年
間
で
発
生
件
数
が
約
４
０

倍
（
１
０
０
０
人
に
１.

５
人
）
に
も
増
え

た
と
い
う
虐
待
（
マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
）

は
現
在
で
は
全
く
珍
し
い
出
来
事
で
は

な
く
な
って
し
ま
った
と
捉
え
ざ
る
得
な
い

時
代
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
虐
待
は
如
何

に
早
く
見
つ
け
て
、
早
く
保
護
し
て
軌
道
修
正
し
て
あ
げ
る
か

が
大
切
で
あ
り
、
家
庭
（
家
族
）
機
能
が
低
下
し
て
い
る
現
代
に

お
い
て
『
気
に
な
る
子
、
気
に
な
る
親
、
気
に
な
る
親
子
の
雰
囲

気
』
を
敏
感
に
感
じ
取
って
情
報
交
換
を
し
、
地
域
と
行
政
で
子

ど
も
た
ち
を
守
る
と
い
う
意
識
、
皆
で
子
育
て
を
す
る
の
だ
と
い

う
気
持
ち
が
虐
待
の
防
止
に
繋
が
る
。
ま
た
、
難
し
い
こ
と
で
は

あ
る
が
、
地
域
か
ら
離
れ
て
い
る
家
庭
を
呼
び
戻
し
、
親
の
資
質

を
変
え
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。 

 

参
加
者
は
、
多
く
の
症
例
画
像
を
通
し
て
、
虐
待
の
現
状
を
リ

ア
ル
に
実
感
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。 

 

日
々
親
子
に
寄
り
添
え
る
唯
一
の
職
務
に
就
い
て
い
る
我
々
が
、

如
何
に
健
全
な
親
子
・
家
庭
環
境
へ
の
支
援
を
行
い
、
負
の
影
響

を
受
け
な
い
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
一
翼
を
担
う
か
。

日
々
の
保
育
の
中
で
の
気
づ
き
・
見
守
り
・
家
庭
支
援
の
方
法
を

も
う
一
度
見
つ
め
直
し
て
今
後
と
も
虐
待
の
早
期
発
見
に
努
め

た
い
も
の
で
あ
る
。 

金
原 

秀
樹
（
塔
野
保
育
園
） 

 

【第
三
分
科
会
報
告
】 

講
師
・九
州
大
谷
短
期
大
学
幼
児
教
育
科 

教
授 

山
田 

真
理
子
氏 

『気
に
な
る
子
ど
も
の
背
景
に
あ
る
も
の
』 

『
気
に
な
る
子
ど
も
た
ち
が
お
し
え
て
く
れ
る
こ
と
』
と
の
テ
ー

マ
で
、
九
州
大
谷
短
期
大
学
幼
児
教
育
学
科
の
山
田
真
理
子
教

授
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

「保
育
者
は
言
語
化
が
下
手
な
専

門
家
」
と
の
指
摘
に
は
、
専
門
職
と

し
て
「
伝
え
る
技
術
」
の
必
要
性
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
教
授
の
専
門
で
あ
る
「
幼

児
の
メ
デ
ィ
ア
危
機
」
に
つ
い
て
は
、

数
多
く
の
具
体
例
を
も
と
に
、
気
づ

き
や
視
点
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

更
に
、
事
例
研
究
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
の
実
践
例
も
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

藤
上 

良
裕
（
き
く
が
丘
保
育
園
） 

 

 

 

 



【第
四
分
科
会
報
告
】 

パ
ネ
リ
ス
ト
・植
野
雅
子
氏
（
企
業
代
表
） 

 
 

 
 

 
 

 
杉
井
千
春
氏
（
個
人
代
表
） 

 
 

 
 

 
 

 

本
山
晴
子
氏
（
組
織
代
表
） 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・北
野
久
美
氏 

「
子
育
て
し
や
す
い
街
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
初
め
にTO

TO

株
式
会
社
（
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
部
）
植
野
雅
子
さ
ん
よ
り
、
企
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
次
い
で
北
九
州
市W

LB
表
彰 

市
長
賞
受

賞
の
杉
井
千
春
さ
ん
よ
り
、
自
分
の
希
望
す
る
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
、

家
事
、
育
児
）
で
い
か
に
時
間
を
作
り
、
自
己
研
鑽
出
来
る
か
を

語
って
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
北
九
州
市W

LB

表
彰 

奨
励
賞
受

賞
、
北
九
州
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表 

本
山

晴
子
さ
ん
よ
り
、
働
く
親
を

支
援
す
る
組
織
の
活
動
や
現

状
を
語
って
い
た
だ
い
た
。
後
半

は
質
疑
忚
答
の
時
間
を
設
け
、

参
加
さ
れ
た
先
生
方
や
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
北
野
先
生
よ

り
保
育
現
場
か
ら
の
意
見
や

保
育
士
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
の
考
え
を
パ
ネ
リ
ス

ト
に
述
べ
て
い
た
だ
き
互
い
に
理
解
を
深
め
合
え
た
分
科
会
と
な

った
。 

梶
原 

義
昭
（
足
原
だ
き
し
め
保
育
園
） 

山
﨑 

公
博
（こ
じ
か
保
育
園
）  

  
 

 

【情
報
交
換
会
報
告
】 

全
国
か
ら
３
０
０
人
を
超
す
お
客
様
を
「無
法
松
の
一
生
」
で

有
名
な
小
倉
祇
園
太
鼓
の
音
色
が
出
迎
え
、
情
報
交
換
会
は
開

式
と
な
った
。 

 

こ
の
情
報
交
換
会
も
第
３
０
回
記
念
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や

か
な
も
の
に
な
る
よ
う
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
も
多
芸
多
才
な
方
を

招
い
た
。 

 

地
元
北
九
州
市
出
身
の
椿
正
範
氏
の
津
軽
三
味
線
、
門
司
区

出
身
で
北
九
州
市
観
光
大
使
の
芋
洗
坂
係
長
の
ト
ー
ク
や
踊
り
、

福
岡
を
拠
点
に
活
躍
さ
れ
る
長
渕
剛
の
物
真
似
で
有
名
な
勇
次

氏
が
情
報
交
換
会
を
盛
り
上
げ
た
。 

料
理
に
つ
い
て
も
実

行
委
員
全
員
が
意
見

を
出
し
合
い
参
加
者
全

て
の
人
に
満
足
し
て
も

ら
え
る
よ
う
リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
小
倉
協

力
の
下
、
地
元
食
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ

た
メ
ニ
ュ
ー
と
な
った
。
オ

プ
シ
ョ
ン
の
屋
台
で
は
、

小
倉
発
祥
の
焼
う
ど
ん
、

門
司
の
焼
カ
レ
ー
、
北

九
州
の
と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
の
三
品
を
取
り
揃
え
、
全
て
が
あ
っ
と

い
う
間
に
完
売
と
な
り
、
大
好
評
で
あ
った
。 

盛
況
の
う
ち
に
鈴
木
右
氏(

全
国
青
年
会
議
・
前
会
長)

に
よ

る
万
歳
三
唱
で
閉
会
と
な
った
。 

今
回
こ
の
よ
う
な
大
き
な
記
念
大
会
で
、
一
役
担
え
た
こ
と

は
実
行
委
員
全
員
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
で
あ
り
、
北
九
州
市

保
育
関
係
の
方
々
全
て
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
力
を
合
わ
せ
て

一
つ
の
事
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
は
、
実
行
委
員
一
同
に
と
っ
て
大

き
な
経
験
と
な
った
。 

橘
原 

淳
成
（
光
法
保
育
園
） 

  <

編
集
後
記> 

今
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
、
私
た
ち
実
行
委
員
会
が

ま
ず
行
った
こ
と
は
、
テ
ー
マ
を
ど
う
す
る
か
で
し
た
。
そ
し
て
今

に
し
て
思
え
ば
、
テ
ー
マ
『
子
ど
も
達
の
視
点
で
』
を
選
定
す
る
こ

と
に
一
番
多
く
の
時
間
を
割
い
て
い
ま
し
た
。 

 

大
会
は
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
が
、
こ
の
テ
ー
マ
に
副
った
大
会

が
う
ま
く
出
来
き
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
に
私
た
ち
の
大
会
に

対
す
る
思
い
を
伝
え
ら
れ
た

の
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
大
会
が
終
わ
っ

た
か
ら
、
こ
の
テ
ー
マ
も
終

わ
り
と
い
う
訳
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
は
、
実
行

委
員
各
々
が
自
園
、
そ
し
て

北
九
州
で
、
ま
た
更
に
は
全

国
各
地
に
『
子
ど
も
達
の
視

点
で
』
行
う
保
育
を
広
げ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 


